



































ヌにおける唯一リズムのある美しい詩句は、 αLa blanche Oloossone et la blanche 
Camyre ))および αLa fi1le de Minos et de Pasipha? ))であると断言する 1 )。ブロッ
クはこの考えを彼が尊敬するルコント・ド・リールから学んだとされており、こ
のパルナス派の実在の詩人がベルゴットを高く評価しているために、彼はこの作
1) A la rcl'fll'Yl'l!c du lem/Js ?rdH (以下、 1?7アと!日告す). Gallimard. " Biblioth鑷ue dc la Pl駟ade ))・


















“ Histoire d ・ lln merle blanc ))を夢中になって読んでいたらしい 3)。このように
ミユツセ体験は子供時代から始まっているが、これは祖母や母の影響が大きいと
思われる。祖母宛の手紙でミュッセに言及していること (Cor. ， 1, p.97) 、また母が
その手紙でロチ、セヴィニェ夫人と並んでミュッセの作を読んでいることを息子






後に 1886年つまり 15歳の年を(( l'ann馥 d' Allgllstin Thierry ))と呼ぶほど、祖母の影
2) Robert Dreyfus. Souvenirs SHr Marcel Proust. Bernard Grasset. 1926. p.16. 







4) Marcel Proust. COl1tre Sainte-Beuve pr馗馘? de Pasti?es et m駘anges et suivi de Essais 1'1 
articles (以下 CSB と略す). Gallimard. “ Bibliothèque de la Pléiadれ. 1971. pp.335-336. 
5) Jcan-Yves Tadi? Marcel Prousl. Gallimard. 1996. p.67. 
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ヌも好んでいたことがわかる (Cor. ， XXI , p.552) 。意外なのはこの中にボード
レールの名が含まれていないことであろう。それどころか、後に『サント=






I ， p.170) 。数年後の手紙においても、両詩人の比較がなされ、外見は似ている










書簡の連載もまた彼の関心を引く (Cor. , X, p .l 88) 。そしてカルネにミユツセに関
する考察を書き記しているのだが、それはこの詩人にあっては作品と人生とが密
6 )特に30歳代になったブルーストはミュッセの詩に対して批判的な見方をしていたように思わ
れる。例えば、ミユツセの詩は雄弁すぎる (Cor. ， V, p.276) 、ミュッセ風の書き方は真実味に
欠ける (Cor. ， VI , p.52) 、というような意見が書簡に見られたり、またミユツセの詩をラマル
チーヌのものと取り違えたりもしている (Cor.， V, p.213) 。
7 )当時はブルーストがラスキンの研究、翻訳に努めていた時代であり、ヴェネツイアを美しく
描いているものとして、モーリス・パレス、アンリ・ド・レニエの作と並べて、発見された
ばかりのサンドとミユツセの往復書簡に言及している (Cor. ， IV , p.364) 。
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てフローベールが挙げられていたのである 9) 0 1909年に執筆された『サント=ブー
ヴに反論する』の草稿にもミユツセについての考察が見られるが、この詩人に
あっては異なるジャンルの作品にも彼独自のポエジーがあることや (CSB，





















8) Le Carnl' dc 1908, Cahiers MarCl'1 ProHsl 8 , Gallimal札 1976. pp.108-1 09 
9) Jcan Sallll'lIi 1 pr馗馘? dc tes Plaisirs l'l les jours (以下 .lS と略す). Gallimard. “ Bibliothèqu(、



































場而がある (]s. pp.238-240) 。タデイエはリュスタンロールのモデルとしてリ













CTadi? Qp. cit. , p.90) 、ロベール・ドレフュス宛の手紙の一節を見てみよう一一
「ところでお願いだから、僕のしたことを真似ないでくれたまえ。教師たちに対し
て宣伝活動“ apostolaいはやめた方がいいよ。僕がそうできたのは、極めて自由















近法的ともいえる使用法に注目したり (CSB， p.592) 、またともに文体が「堅固」
αsolidれであると言明したりする (CSB， p.593) 。さらに、二人とも言葉と事物の




11) André ドen・ é ， Les Qllll馥s de coll鑒e de Mal叩1 Proust, Gallimard , 1959 , pp.179-188. ただし、ゴー







“ La blanche Oloossone et la blanche Camyre ))という詩句はミユツセの「五月の












り La blanche Oloossone ?la blanche Camire [Sic] と La N eige tombe en paix sur 






















ていることは言うまでもない。 αMinos ))と“ Pasiphaé ))が神話上の名、
“ Oloossone ))と“ Camyre ))が東洋の町の名である。上に引用したリヴイエール宛
の手紙の中で、ミュッセの詩句は二つ挙げられているが、固有名詞を含むものだ
けが使われていることも忘れてはならない。またカイエ14において、これらの詩
句とともにフローベールの『サランボー』の一節いC'était ?Mégara , faubourg 
de Carthage , dans les jardins d'Hamilcar. )RTP, 1, p.763) がヲ|用されている。ここ
には古代の土地の名や人名が列挙されている。これらの名はどれも非日常的なも
ので、時間的にも空間的にも極めて遠い存在を示すものであり、主人公が近づく
ことが不可能な名なのである。ゲルマントやパルベックなどのように、彼があこ
がれ、近づき、そして幻滅するという小説の展開を担っている名とは確かに異
なっており、それらのあまりに非日常的な名は主人公になんのイマージュも喚起
しない。しかしながら空虚さ、非現実性という、名の持つ否定的側面を暗示する
ことによって、小説の展開の中で名のモチーフの一翼を担っていると言えるので
はないだろうか。
ベルゴットという架空の作家が導入される場面において、ミュッセの『十月の
夜』およびベルゴットを推奨するルコント・ド・リールの名がわずかながら見ら
れることを手掛かりにして、プルーストとこれら実在の詩人との関係、あるいは
その見方を書簡やその他の資料を用いて調べると、この場面の主人公の読書体験
およびその時期はブルースト自身の経験とほぼ重なることがわかる。また二つの
詩句の持つ未知の美に関してもやはり著者が若き頃に聞き知ったことである。本
論においては、ブルーストの読書体験、文学観の変選が小説の創作と密接な関係
があることを指摘するに留め、別の機会に『ジャン・サントゥイユ』、『サント=
ブーヴに反論する』、『失われた時を求めて』の各段階でこの場面がどのように変
選したかを考察したい。
(大阪大学文学部助教授)
